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はじめに
　9月1日は防災の日。10万人以上の
死者・行方不明者を出した1923（大
正12）年9月1日の関東大震災の教訓
を忘れないために設けられました。
　2011年3月11日、東日本大震災が
発生しました。死者・行方不明者が2
万人を超し戦後最大の人的被害を出す
「未曾有の大災害」となりました。防
災の心構えは365日、毎日考えておき
たいですね。
　地震、津波、そして原発事故……。
2011年度版の「防災白書」は、今後
予想される地震・津波対策の見直し、
東海・東南海・南海地震の3連動地震
や首都直下地震への対策強化をうたっ
ています。
　自然災害は、ほかにも台風・集中豪
雨・土砂災害・火山噴火などさまざま
です。日ごろから、いざという時に備
える心の準備、身の回りの準備が大切
でしょう。この防災ハンドブックを読
んでいただき、みなさんが自ら身を守
るためにどうすればよいのか、いま一
度チェックしてみてください。

●企画・編集・制作
株式会社毎日新聞大阪センター
☎ 06-6346-8734
〒 534-0001　大阪市北区梅田 3-4-5
●イラストレーション
Saburou Iwata
●発行・協力
株式会社ロゴスコーポレーション
☎ 06-6681-8204
〒 559-0025　大阪市住之江区平林南 2-11-1
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地震が起きた！そのとき！

◆
家
に
い
る
と
き

　

阪
神
大
震
災
で
は
地
震
に
よ
る
人
的
被

害
は
圧
死・窒
息
死
が
80
％
以
上
で
し
た
。

【
ま
ず
わ
が
身
の
安
全
を
】

・
丈
夫
な
机
、
テ
ー
ブ
ル
、
ベ
ッ
ド
な
ど

の
下
に
身
を
伏
せ
、
揺
れ
が
お
さ
ま
る

の
を
待
つ
。
落
下
物
の
多
い
キ
ッ
チ
ン

か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う

・
天
井
か
ら
の
落
下
物
に
注
意
す
る

・
背
の
高
い
た
ん
す
、
戸
棚
、
本
棚
な
ど

倒
れ
や
す
い
も
の
に
近
寄
ら
な
い

・
窓
ガ
ラ
ス
か
ら
は
離
れ
る

・
絶
対
に
窓
や
屋
根
か
ら
飛
び
降
り
な
い

・
大
き
な
揺
れ
は
長
く
て
も
１
分
く
ら
い

（
た
だ
し
、
海
溝
型
地
震
や
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
で
は
２
〜
３
分
な
い
し
は
そ
れ

以
上
揺
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

・
家
族
の
安
全
を
声
を
か
け
合
っ
て
確
認

し
ま
し
ょ
う

【
す
ば
や
く
火
の
始
末
】

・
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
落
ち
着
い
て
火

の
始
末
（
天
井
に
燃
え
移
る
前
な
ら
初

期
消
火
で
き
ま
す
。
消
火
器
の
設
置

を
）

・
ア
イ
ロ
ン
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
電
熱

機
器
は
す
ぐ
に
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
抜
く

◆
ビ
ル
に
い
る
と
き

【
戸
を
開
け
て
出
口
を
確
保
】

・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
は
揺
れ
が
お
さ

ま
っ
た
ら
す
ぐ
に
ド
ア
を
開
け
避
難
口

を
確
保
す
る
（
建
物
が
ゆ
が
ん
で
ド
ア

が
開
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
）

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
使
わ
な
い
。
乗
っ
て

い
る
時
な
ら
閉
じ
込
め
ら
れ
な
い
よ
う

エ
レ
ベ
ー

タ
ー
か
ら
出

る
こ
と
が
先

決　
（
階
数

ボ
タ
ン
を
全

部
押
し
一
番
近
い
階
で
停
止
し
た
ら
す

ば
や
く
降
り
る
）

・
映
画
館
や
劇
場
な
ど
で
は
持
ち
物
で
頭

を
守
り
、
い
す
の
間
に
身
を
ひ
そ
め
る

・
階
段
や
出
入
り
口
に
殺
到
し
な
い

・
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、

本
棚
、
大
型
機
器
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
に

注
意
し
な
が
ら
事
務
机
の
下
に
身
を
伏

せ
る

◆
屋
外
に
い
る
と
き

・
門
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
石
垣
、
自
動
販
売

機
な
ど
の
近
く
や
狭
い
路
地
か
ら
は
す

ぐ
に
離
れ
る

・
ビ
ル
街
で
は
窓
ガ
ラ
ス
の
破
片
、
看
板

な
ど
の
落
下
に
注
意
。
か
ば
ん
な
ど
の

持
ち
物
で
頭
を
守
る
。
新
し
い
ビ
ル
の

ロ
ビ
ー
に
か
け
こ
む
。

・
公
園
、
空
き
地
な
ど
に
い
っ
た
ん
避
難

す
る
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地震が起きた！そのとき！

◆
電
車
や
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る

と
き

・
グ
ラ
ッ
と
き
た

ら
つ
り
革
や
握

り
棒
な
ど
に

し
っ
か
り
つ
か

ま
る
か
姿
勢
を

低
く
す
る

・
み
だ
り
に
非
常
コ
ッ
ク
を
操
作
し
た
り

線
路
に
降
り
る
な
ど
の
勝
手
な
行
動
を

と
ら
ず
乗
務
員
の
指
示
に
従
う

・
ホ
ー
ム
や
駅
舎
で
は
時
刻
表
、
蛍
光
灯

な
ど
の
落
下
物
に
注
意
し
、
か
ば
ん
な

ど
の
持
ち
物
で
頭
を
守
り
な
が
ら
安
全

な
場
所
に
避
難
す
る

・
電
車
や
バ
ス
か
ら
降
り
た
ら
「
屋
外
に

い
る
と
き
」の
事
項
を
守
る

◆
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き

・
ハ
ン
ド
ル
を
取
ら
れ
な
い
よ
う
徐
々
に

ス
ピ
ー
ド
を
ゆ
る
め
道
路
の
左
側
に
止

め
エ
ン
ジ
ン
を
切
る

・
急
ブ
レ
ー
キ
は
絶
対
か
け
な
い
（
ス
ピ

ン
、
横
転
の
危
険
性
が
あ
る
）

・
車
を
停
止
さ
せ
る
場
所
は
、
交
差
点
や

消
火
栓
の
あ
る
と
こ
ろ
は
避
け
る

・
大
き
な
の
り
面
の
下
、
ト
ン
ネ
ル
出
入

り
口
の
近
く
な
ど
も
で
き
る
だ
け
避
け

る
（
崩
落
の
危
険
が
あ
る
た
め
）

・
道
路
の
中
央
は
緊
急
車
両
や
避
難
者
用

に
空
け
て
お
く

・
避
難
す
る
と
き
は
火
災
を
引
き
こ
ま
な

い
よ
う
窓
ガ
ラ

ス
を
し
っ
か

り
閉
め
ド
ア
は

ロ
ッ
ク
せ
ず
、

キ
ー
は
つ
け
た

ま
ま
に
し
て
車

を
置
い
て
避
難

◆
地
下
街
に
い
る
と
き

・
地
下
街
は
地
震
に
強
い
の
で
、
落
ち
着

い
て
身
の
安
全
を
図
る

・
停
電
で
暗
闇
に
な
っ
て
も
す
ぐ
に
非
常

照
明
が
つ
く
の
で
あ
わ
て
な
い

・
落
ち
着
い
て
施
設
の
責
任
者
の
指
示
に

従
う

・
天
井
か
ら
の
落
下
物
や
窓
ガ
ラ
ス
の
破

片
に
注
意
す
る

・
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
一
番
近
く
の
出

口
を
探
す

・
あ
わ
て
て
階
段
や
出
入
り
口
に
殺
到
せ

ず
落
ち
着
い
て
行
動
す
る

■
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
、
津
波
に
注
意

　

山
間
部
や
海
岸
付
近
で
地
震
を
感
じ
た
ら

す
ぐ
に
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
鉄

則
。

■
避
難
は
徒
歩
で
、
荷
物
は
最
小
限
に

　

自
主
防
災
組
織
な
ど
で
助
け
合
い
、
な
る

べ
く
集
団
で
避
難
し
よ
う
。
ブ
レ
ー
カ
ー
は

「
切
」に
し
て
か
ら
避
難
す
る
（
通
電
火
災

の
防
止
に
）。
荷
物
を
欲
張
る
と
避
難
に
支

障
が
出
る
の
で
注
意
。
被
害
状
況
を
考
え
て

「
一
次
持
ち
出
し
品
」を
。
家
族
に
は
「
避

難
先
」を
メ
モ
で
残
し
（
空
き
巣
防
止
の
た

め
、メ
モ
は
玄
関
に
貼
ら
ず
、屋
内
の
決
ま
っ

た
場
所
に
）、
戸
締
ま
り
し
て
避
難
。

■
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護

　

多
数
の
死
傷
者
が
出
れ
ば
医
療
機
関
な
ど

で
の
対
応
が
限
界
に
。
み
ん
な
で
助
け
合
っ

て
応
急
救
護
を
。

■
正
し
い
情
報
を
聞
く

　

ラ
ジ
オ
や
市
区
町
村
、
自
主
防
災
組
織
な

ど
か
ら
正
し
い
情
報
を
入
手
し
、
適
切
な
行

動
を
と
ろ
う
。
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非常時の連絡

　被災地は安否を問い合わせる電
話などが殺到し、通話量が規制さ
れて、つながりにくい状態が続く
ことが予想されます。家族や知り
合いに安否を知らせたり確認する
際は、ＮＴＴや携帯電話各社が用
意している災害用サービスを利用
しましょう。

　NTT 西日本、東日本ではブロードバン
ドの普及を踏まえ、電話（音声）による「災
害用伝言ダイヤル（171）（電話サービス）」
に加え、伝言情報（テキスト、音声、画像）

②災害用ブロードバンド伝言板（Web171サービス概要）

①災害伝言ダイヤル「１７１」

③携帯各社の災害用伝言板（例：NTT docomo i モードの場合）

の登録・閲覧を可能とする「災害用ブロー
ドバンド伝言板（web171）」を提供して
います（※NTT西日本、東日本の公式ホー
ムページからアクセスできます）。

伝言の録音方法
1.「171」にダイヤルし
ます。

2. ■1をダイヤルします。
3. ご自分の電話番号
をダイヤルし、ガイ
ダンスに従い録音し
てください。

伝言の再生方法
1.「171」にダイヤルし
ます。
2. ■2をダイヤルします。
3. 安否情報等を確認
したい相手の電話番
号をダイヤルします。

「iMenu」のトップ画面に
ある「災害用伝言板」を選
択すると①の画面が表示さ
れます。

①

② ③
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非常時の連絡ツール

非常時連絡の新しい武器
ＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）
　東日本大震災では携帯電話や加入電話
がつながりにくい中、mixi（ミクシィ）、
Twitter（ツイッター）、Facebook（フェ
イスブック）といった SNS（ソーシャル
ネットワークサービス）が安否確認や情報
収集に大変役立ちました。ここでは携帯電
話を活用した情報ツールを紹介します。

☆mixi（ミクシィ）
　2004 年 2 月にサービスが開始された
SNS。以前は登録済みユーザーからの紹介
制でしたが、今は 15歳以上は自由に登録
できるようになっています。友人や知人を
「マイミク」として登録し、日記などを通
じて近況報告ができます。最近ではボイス
と呼ばれるツイッターのようなサービスも
開始しています。ツイッター同様、携帯か
らもアクセスできるので、いざという時に
便利です。

http://mixi.jp

☆Twitter（ツイッター）
　自分の状況などを 140 文字以内で投稿
できるサービスです。他の人の投稿を見た
い場合、その人を登録（フォロー）すれば
アクセスした時に表示される画面で確認で
きます。東日本大震災では、情報収集や救
助要請の手段として多く活用されました。
震災直後の電話がつながりにくい状況で
も、インターネットへのアクセスは比較的
しやすいことから多く活用されました。

http://twitter.com

☆ Facebook（フェイスブック）
　2004年にアメリカの学生向けにサービ
スを開始。2006 年 9月 26日以降は一般
にも開放。日本語版は 2008 年に公開さ
れ、13歳以上であれば無料で参加できま
す。実名登録制で、個人情報の登録も必要
となっています。

http://www.facebook.com

地震発生で使えるＨＰ
・政府、中央省庁・都道府県、地方自治体、地震情報、気象庁、東大地震研究所ほか
◎その他、地震発生時などで役立つホームページ
全国自治体マップ検索
https://www.lasdec.or.jp/cms/1,0,69.html
●企業向け緊急時対応マニュアルサンプル
企業の地震対策の手引き（経団連作成のサンプル）
http://www.keidanren.or.jp/japanese/policy/2003/ 
Symantec articles　緊急時対応策作成の手引き（マニュアル作成時の注意点等）
http://www.symantec.com/region/jp/enterprise/art 
●緊急時対応マニュアル情報
　災害危機管理   
http://members.jcom.home.ne.jp/prime-inte/kikika 

※携帯電話向けインターネットサービス（i モード、EZウェブなど）を開き、　
　直接URL を入力してください。パソコンからもアクセスできます。
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地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
通
勤
や
通
学
、
買
い
物
、
行
楽
な

ど
で
外
出
し
て
い
る
人
は
、
交
通
機
関
の

途
絶
に
よ
り
自
宅
に
帰
る
の
が
困
難
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
々
を
「
帰
宅
困

難
者
」と
い
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
最
大
震
度
５
強
に
襲

わ
れ
た
東
京
で
は
、幹
線
道
路
の
歩
道
は
、

日
付
が
変
わ
っ
て
も
歩
き
続
け
る
人
々
で

あ
ふ
れ
、
車
道
も
渋
滞
。
駅
頭
で
は
座
り

込
む
人
の
姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
は
完
全
に
ス
ト
ッ

プ
し
、
夜
は
暗
闇
。
コ
ン
ビ
ニ
や
飲
食
店

の
飲
料
水
や
食
料
も
底
を
突
く
と
い
う
事

態
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
校
な
ど
の
公
共
施
設
や
デ
パ
ー
ト
、

居
酒
屋
チ
ェ
ー
ン
が
緊
急
避
難
所
と
し
て

開
放
さ
れ
、
約
９
万
人
（
3
月
12
日
東
京

都
発
表
）
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
Ｏ
Ｌ
た
ち

が
不
安
な
一
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。

　

首
都
直
下
地
震
で
は
、
１
都
３
県
で
約

６
５
０
万
人
が
帰
宅
困
難
に
な
る
と
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
規
模
は
違
っ
て
も
、
全

国
の
大
都
市
圏
で
は
多
く
の
帰
宅
困
難
者

が
生
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

東
京
都
の
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

「
帰
宅
困
難
者
の
行
動
心
得
10
か
条
」を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
い
ま
こ
そ
し
っ
か
り

と
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

帰
宅
困
難
者
の
行
動
心
得
10
か
条

（
１
）
あ
わ
て
ず
騒
が
ず
、
状
況
確
認

（
２
）
携
帯
ラ
ジ
オ
を
ポ
ケ
ッ
ト
に

（
３
）
作
っ
て
お
こ
う
帰
宅
地
図

（
４
）
ロ
ッ
カ
ー
開
け
た
ら
ス
ニ
ー
カ
ー

（
防
災
グ
ッ
ズ
）

（
５
）
机
の
中
に
チ
ョ
コ
や
キ
ャ
ラ
メ
ル

（
簡
易
食
料
）

（
６
）
事
前
に
家
族
で
話
し
合
い
（
連
絡

手
段
、
集
合
場
所
）

（
７
）
安
否
確
認
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル
等
や
遠
く
の
親
戚

（
８
）
歩
い
て
帰
る
訓
練
を

（
９
）
季
節
に
応
じ
た
冷
暖
準
備
（
携
帯

カ
イ
ロ
や
タ
オ
ル
な
ど
）

（
10
）
声
を
掛
け
合
い
、
助
け
合
お
う

※
東
京
都
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

　

災
害
時
の
徒
歩
帰
宅
者
を
支
援
す
る
た

め
に
関
西
広
域
機
構
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
外
食
事
業
者
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
な
ど
と
「
災
害
時
に
お
け
る
帰

宅
困
難
者
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
協

定
」（
平
成
23
年
度
か
ら
関
西
広
域
連
合
が

事
業
を
引
き
継
ぎ
）を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
、「
水
道
水
」、

「
ト
イ
レ
」、「
道
路
な
ど
の
情
報
」の
提
供

を
し
て
も
ら
え
る
店
舗
を
『
災
害
時
帰
宅

支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』と
い
い
ま
す
＝
ス

テ
ッ
カ
ー
が
目
印
で
す
。
23
年
3
月
現

在
、
全
国
の
34
都
道
府
県
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

実
際
に
歩
い
て

確
か
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

帰宅困難者にならないために

キタクちゃん
マーク
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事
前
に
準
備
を
！

○
帰
宅
支
援
マ
ッ
プ

　

あ
ら
か
じ
め
自
宅
ま
で
の
帰
宅
ル
ー
ト

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
個
人

向
け
、
企
業
向
け
に
帰
宅
支
援
マ
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
企
業
も
あ
り

ま
す
。（
有
料
）

　

帰
宅
ル
ー
ト
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
時

間
が
あ
る
と
き
に
で
も
歩
い
て
帰
る
訓
練

事前に準備を！

も
必
要
で
し
ょ
う
。
実
際
の
震
災
時
に
は

建
物
倒
壊
、
橋
の
落
下
、
火
災
、
地
盤
が

悪
く
な
っ
た
り
、
治
安
の
悪
化
な
ど
で
歩

き
に
く
い
状
況
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に

し
っ
か
り
と
歩
い
て
帰
れ
る
よ
う
に
す
る

と
同
時
に
、
休
憩
場
所
や
災
害
時
帰
宅
支

援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
な
ど
を
把
握
す

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
は
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
簡
単
に
検

索
で
き
ま
す
。
出
発
地
点
、目
的
地
住
所
、

経
由
地
な
ど
を
入
力
し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
こ
れ
だ
け
は
職
場
に
置
い
て
お
こ
う
！

帰
宅
支
援
グ
ッ
ズ

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
日
中
の
大
半
は
職

場
で
過
ご
し
ま
す
か
ら
、
職
場
の
ロ
ッ

カ
ー
に
多
少
な
り
と
も
防
災
グ
ッ
ズ
を
用

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
雨
具
兼
防
寒

着
、
ス
ニ
ー
カ
ー
、
食
料
な
ど
は
必
須
で

□
帰
宅
マ
ッ
プ

□
ス
ニ
ー
カ
ー

□
レ
イ
ン
コ
ー
ト

□
防
水
ス
プ
レ
ー

□
携
帯
電
話
用
防
水
カ
バ
ー

□
携
帯
電
話
用
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー

□
懐
中
電
灯

□
笛

□
携
帯
ト
イ
レ
・
ビ
ニ
ー
ル
袋

□
携
帯
ラ
ジ
オ

□
方
位
磁
石

す
。
企
業
と
し
て
し
っ
か
り
と
非
常
用
袋

を
用
意
し
て
お
く
と
、
な
お
安
心
で
す
。

20
㎞
を
超
え
る
と
帰
宅
は
困
難
で
す
。
会

社
に
泊
ま
る
前
提
で
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

●もしもの時に役立つ帰宅支援グッズ

3電源クランクチャージランタン 
No.74175529

クランクチャージラジオライト
No.82100240

商品のお問い合わせは、
株式会社ロゴスコーポレーション
☎ 06-6681-8204
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「
家
族
防
災
の
日
」を
！

　

い
ざ
！
と
い
う
災
害
時
に
備
え
る
「
非

常
持
ち
出
し
品
（
防
災
グ
ッ
ズ
）」。
こ
れ

ま
で
の
経
験
か
ら
被
災
地
に
救
援
物
資
が

届
く
ま
で
の
２
、３
日
を
自
力
で
し
の
げ

る
備
え
が
基
準
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
中
身
は
各
家
庭
に

よ
っ
て
重
要
度
が
変
わ
り
ま
す
。
い
ざ
！

と
い
う
時
の
た
め
に
「
我
が
家
の
防
災
計

画
」を
み
ん
な
で
話
し
合
う
機
会
を
つ
く

り
考
え
ま
し
ょ
う
。

非常時に備えて

●台車があれば、水など運ぶの
に便利
●食器がなかったら、新聞紙や
段ボールで食器を作り、ラッ
プをかけて使用
●赤ちゃんのいる家庭は、母子
手帳、ミルク用飲料水、粉ミ
ルク、哺乳ビン、ストロー、
非常食、保険証のコピーも

●履物は底の
　分厚いものを

保
管
場
所
を
決
め
る
！

で
き
れ
ば
複
数
箇
所
に
置
く

　

常
備
薬
や
メ
ガ
ネ
、
オ
ム
ツ
な
ど
「
な

い
と
困
る
身
の
回
り
品
」は
家
族
構
成
な

ど
で
違
っ
て
き
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

で
「
何
が
」「
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
」を
考

え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
防
災
グ
ッ
ズ
」を
詰
め
た

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
用
意
し
て
い
て
も
、

避
難
時
に
気
が
動
転
し
て
置
き
場
所
を
忘

れ
た
り
、
転
倒
し
た
家
財
で
取
り
出
せ
な

か
っ
た
り
し
た
ケ
ー
ス
や
、
１
階
に
置
い

て
い
た
ら
浸
水
の
た
め
使
え
な
か
っ
た
な

ど
と
い
う
ケ
ー
ス
も
。
保
管
場
所
も
大
切

で
す
。

　

ま
ず
命
を
守
る
た
め
の
「
一
次
持
ち
出

し
品
」
と
、
い
っ
た
ん
避
難
し
た
あ
と
、

避
難
場
所
や
自
宅
で
救
援
物
資
が
来
る
ま

で
生
活
す
る
た
め
の「
二
次
持
ち
出
し
品
」

に
分
け
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
止
ま
る
こ
と
を
想
定
し
、
飲
用
と

は
別
に
生
活
用
水
も
備
蓄
し
て
お
く
な
ど

考
え
ま
し
ょ
う
。

成人男子で 15㎏、
女性で 10㎏が
持ち出し品の目安です。
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非常持ち出しチェックリスト
●一次持ち出し基本品目
　　　　　　（被災当日をしのぐため。あらゆる家庭に共通して必要）
チェック 　品名 数量 備考メモ

リュックサック
携帯電話の充電器 予備電池
乾パン、クラッカー 乾パンは高齢者にかめないことも。
レトルト食品・缶詰 ポリ袋に移して使い捨てカイロや湯せんで温める。
飲料水 １日1人３㍑が目安ですが、最低 1㍑×家族数を。
粉ミルク・哺乳瓶 離乳食も
ロウソク、ライター ライター誤動作の出火に注意。
携帯ラジオ 災害情報の収集に
懐中電灯、笛 寝床の近くに置きましょう。ヘッドライトも便利。
軍手、手袋 スキー用など革手袋はガラス破片などにも強い
帽子・ヘルメット 防災ずきん
ロープ、多機能ナイ
フ

救助用、避難ハシゴに、シートでのテント設営な
どに

救急医薬品 毛抜き、消毒薬、滅菌ガーゼ、バンソウコウ、包帯、
三角きん、マスク、傷薬など。

常備薬、持病薬 処方箋のコピーも。
レジャーシート 避難先のスペース確保に。

ポリ袋 10枚程度 厚手のものを。雨具・防寒用に、水や物入れなど
汎用性あり。

下着・タオル
生理用品・おむつ
現金（10 円硬貨も） 公衆電話用に 10円、100円硬貨を。
使い捨てカイロ
ガムテープ
キッチンペーパー ウエットティッシュも。
筆記用具 太いフェルトペンも。伝言を残すのに分かりやすい。
予備書類 印鑑も 健康保険証、運転免許証、権利証書などコピーして。

●二次持ち出し品（避難後、少し落ち着いた段階で救援物資がくるまで）

飲料水 給水バッグ（キャンプ用バケツは折りたため便
利）、ポリタンク

アルファ米 食料は3日分程度を。
インスタントラーメン ビスケット、チョコレート、缶詰、塩
携帯コンロ ボンベも。固形燃料
毛布・雨具
ラップ、アルミホ
イル

紙皿などにラップを敷いて使用すれば、水の節約
に。

紙コップ、紙皿 割り箸、スプーン、フォーク
鍋、水筒
歯ブラシ、せっけ
ん
予備のメガネ
看護・介護用品

非常持ち出し品チェックリスト

●ライフラインが回復す
るまでは、風呂、トイ
レタンクの水は生活用
水として大切です。い
つもためておく危機管
理を！

●大きなゴミ用のポリ袋
活用法

①断水時は、トイレに大
きなゴミ捨て用のポリ
袋を敷きペット用の砂
をかぶせて使用すれば
臭いも気になりません。

②中央部に穴をあけて
頭からかぶればレイン
コートとして、防寒にも。

③二重に重ねれば飲料水
のタンク代わりに。
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耐震診断と住まいの安全点検

大
丈
夫
？

住
ま
い
の
地
震
対
策
！

　

地
震
に
よ
る
被
害
の
多
く
は

家
屋
や
家
財
の
倒
壊
に
よ
る
も

の
で
す
。
阪
神
・
大
震
災
で
も

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
80
％
以
上

が
家
屋
等
の
倒
壊
に
よ
る
圧

死
・
窒
息
死
で
し
た
。

　

東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
大

規
模
地
震
発
生
の
可
能
性
が
高

ま
っ
て
い
る
今
、
国
や
各
自
治

体
で
は
住
民
の
安
全
確
保
の
た

め
に
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

特
に
昭
和
56
（
１
９
８
１
）

年
６
月
の
建
築
基
準
法
改
正
前

に
建
て
ら
れ
た
木
造
建
築
が
耐

震
性
の
低
い
「
要
注
意
建
物
」

で
す
。
耐
震
診
断
、
そ
れ
に
よ

る
設
計
・
見
積
も
り
、
補
強
・

改
修
工
事
に
つ
い
て
国
や
地
方

自
治
体
の
「
補
助
制
度
」や
「
助

成
制
度
」が
あ
り
ま
す
。
56
年

6
月
以
前
の
建
築
は
「
わ
が
家

の
耐
震
診
断
」を
す
る
と
と
も

に
、
市
役
所
や
町
村
役
場
に
相

談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

耐
震
工
事
は
耐
震
診
断
の
結

果
、
住
ま
い
の
耐
震
性
が
不
十

分
な
場
合
に
行
う
補
強
・
改
修

工
事
で
す
。
筋
か
い
金
物
や
、

柱
と
梁は

り

な
ど
接
合
部
の
補
強
は

じ
め
「
屋
根
の
軽
量
化
」「
基
礎

の
補
強
」「
壁
の
補
強
」な
ど
の

工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
木
造
２

階
建
て（
１
０
０
平
方
㍍
程
度
）

で
１
０
０
万
円
か
ら
３
０
０
万

円
程
度
が
費
用
の
目
安
で
す
。

　

地
方
自
治
体
な
ど
行
政
か
ら

の
補
助
制
度
や
融
資
制
度
を
は

じ
め
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ

ば
所
得
税
や
固
定
資
産
税
な
ど

の
減
税
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
住
ま
い
の
市
町
村
役

場
の
担
当
部
局
な
ど
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　財団法人日本建築防災協
会では木造 1戸建て住宅に
ついて耐震性能への理解や
耐震知識を深めてもらうた
め「誰でもできるわが家の
耐震診断」を紹介していま
す。同協会のホームページ
(http://www.kenchiku-
bosai.or.jp)からでも耐震診
断ができ、木造住宅の補強
方法などを知ることができ
ます。

　専門家による耐震診断や
工事について疑問や不安の
ある方は都道府県の建築行
政担当部局に問い合わせま
しょう。

日
本
建
築
防
災
協
会

　
「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
問
診
表
」（
抜
粋
）

問　
　

診

項　
　

目

評
点
結
果

①
建
て
た
の
は

　

い
つ
ご
ろ

　

で
す
か
？

建
て
た
の
は
１
９
８
１
年
以
降

１

建
て
た
の
は
１
９
８
１
年
以
前

０

よ
く
分
か
ら
な
い

０

②
い
ま
ま
で
に
大
き

な
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
事
が
な
い

１

床
下
浸
水
・
床
上
浸
水
・
火
災
・
車
の
突
入
事

故
・
大
地
震
・
崖
上
隣
地
の
崩
落
な
ど
の
災
害

に
遭
遇
し
た

０

よ
く
分
か
ら
な
い

０

③
増
築
に
つ
い
て

増
築
し
て
い
な
い
。
ま
た
は
、
建
築
確
認
な
ど

必
要
な
手
続
き
を
し
て
増
築
を
行
っ
た

１

必
要
な
手
続
き
を
省
略
し
て
増
築
し
、
ま
た
は

増
築
を
２
回
以
上
繰
り
返
し
て
い
る
。増
築
時
、

壁
や
柱
を
一
部
撤
去
す
る
な
ど

０

よ
く
分
か
ら
な
い

０

④
傷
み
具
合
や

　

補
修
・
改
修
に

　

つ
い
て

傷
ん
だ
と
こ
ろ
は
無
い
。
ま
た
は
、
傷
ん
だ
と

こ
ろ
は
補
修
し
て
い
る
。
健
全
で
あ
る
と
思
う

１

老
朽
化
し
て
い
る
。
腐
っ
た
り
、
シ
ロ
ア
リ
の

被
害
な
ど
不
都
合
が
発
生
し
て
い
る

０

よ
く
分
か
ら
な
い

０
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⑤
建
物
の
平
面
は

　

ど
の
よ
う
な
形

　

で
す
か
？

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
長
方
形
に
近
い
平
面

１

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
Ｌ
の
字
、
Ｔ
の
字
な
ど
複

雑
な
平
面

０

よ
く
分
か
ら
な
い

０

⑥
大
き
な
吹
き
抜

け
が
あ
り
ま
す

か
？

一
辺
が
４
㍍
以
上
の
大
き
な
吹
き
抜
け
は
な
い

１

一
辺
が
４
㍍
以
上
の
大
き
な
吹
き
抜
け
が
あ
る

０

よ
く
分
か
ら
な
い

０

⑦
１
階
と
２
階
の

壁
面
が
一
致
し

ま
す
か
？

２
階
外
壁
の
直
下
に
１
階
の
内
壁
ま
た
は
外
壁

が
あ
る
、
ま
た
は
平
屋
建
て
で
あ
る

１

２
階
外
壁
の
直
下
に
１
階
の
内
壁
ま
た
は
外
壁

が
な
い

０

よ
く
分
か
ら
な
い

０

⑧
壁
の
配
置
は

  

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
い
ま
す
か
？

一
階
外
壁
の
東
西
南
北
ど
の
面
に
も
壁
が
あ
る

１

一
階
外
壁
の
東
西
南
北
各
面
の
内
、
壁
が
全
く

な
い
面
が
あ
る

０

よ
く
分
か
ら
な
い

０

⑨
屋
根
葺
材
と

　

壁
の
多
さ
は
？

瓦
な
ど
比
較
的
重
い
屋
根
葺
材
で
あ
る
が
、
１

階
に
壁
が
多
い
。
ま
た
は
ス
レ
ー
ト
・
鉄
板
葺
・

銅
板
葺
な
ど
比
較
的
軽
い
屋
根
葺
材
で
あ
る

１

和
瓦
・
洋
瓦
な
ど
比
較
的
重
い
屋
根
葺
材
で
、

１
階
に
壁
が
少
な
い

０

よ
く
分
か
ら
な
い

０

⑩
ど
の
よ
う
な

　

基
礎
で
す
か
？

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
布
基
礎
ま
た
は
ベ
タ
基

礎
・
杭
基
礎

１

そ
の
他
の
基
礎

０

よ
く
分
か
ら
な
い

０

問
診
①
か
ら
⑩
の
評
点
を
合
計
し
て
く
だ
さ
い
。

評点合計
10
点

ひ
と
ま
ず
安
心
で
す
が
、
念
の
た
め
専
門
家
に
み

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

８
〜
９
点
専
門
家
に
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

７
点
以
下
心
配
で
す
の
で
、
早
め
に
専
門
家
に
み
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

（
こ
の
診
断
で
は
、
地
盤
に
つ
い
て
は
考
慮
し
て
い
ま
せ
ん
）

住まいの安全点検・室内での工夫
　地震発生時に屋内にいた場合「机の下
に」と避難訓練で習いました。しかし机
やテーブルのある部屋にいるとは限りま
せん。高層マンションでは震度以上のゆ
れを感じることもあります。天井の電灯
や壁に取り付けた時計、額、エアコンが
落ちてきたり、食器棚から食器類が飛び
出すなど危険はいっぱいです。
　地震で倒れた家具やピアノ、家電製品
の下敷きになりケガするばかりでなく、
倒壊した家財が出入り口をふさぎ避難を

阻むことも。特に寝室の家具の配置は
万一家具が倒れても安全な位置に就寝ス
ペースをとりましょう。
　家具や家電製品は転倒防止金具などで
固定しましょう。
　※寝室には懐中電灯、スリッパを備え
ておきましょう。窓や食器棚などのガ
ラスが割れたりして避難時に大ケガを
しかねません。
　※ベランダの植木鉢や物干しざお、道
具類の落下防止対策は大丈夫ですか？
　※自宅から避難するときは電気のブ
レーカーを切ること。
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避難生活のために

避
難
所
生
活
の
注
意
点

　

２
０
１
１
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
は
、
最
大
で
約
47
万
人
の
人
々
が

避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
避
難
所

生
活
が
長
引
け
ば
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題

を
は
じ
め
ス
ト
レ
ス
や
栄
養
面
な
ど
健
康

面
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

注
意
点
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

避
難
所
は
大
勢
の
人
と
の
共
同
生
活
で

す
。
自
治
体
職
員
や
町
内
会
役
員
、
地
域

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
ら
と
「
避
難
所
運
営
委

員
会
」を
作
る
な
ど
、
助
け
合
い
の
た
め

の
「
生
活
の
ル
ー
ル
」「
役
割
分
担
」を
決

め
ま
し
ょ
う
。

①
避
難
者
名
簿
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

②
要
介
護
や
持
病
が
あ
る
方
は
申
し
出
ま

し
ょ
う
。

③
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
行
う
！
が
基
本

で
す
が
、
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方

も
お
ら
れ
ま
す
。
み
ん
な
で
助
け
あ
い

ま
し
ょ
う
。（
車
い
す
が
通
れ
る
通
路
の

確
保
や
障
害
者
の
方
へ
の
配
慮
も
）

④
清
掃
や
ゴ
ミ
の
処
理
、
消
灯
時
間
な
ど

決
め
ら
れ
た
「
ル
ー
ル
」「
役
割
」を
守

り
ま
し
ょ
う
。

⑤
つ
ら
い
思
い
は
み
ん
な
同
じ
。
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
て
い
ま
す
。
規
則
正
し
い
食

事
、
睡
眠
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

１
．
水
分
補
給
に
つ
い
て

　

ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

水
分
を
控
え
が
ち
で
す
。
特
に
高
齢
者
の

方
は
尿
路
の
感
染

症
や
心
筋
梗
塞
、

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
症
候
群
の
防
止
、

体
力
低
下
に
伴
う

持
病
の
悪
化
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
の
た
め
水
分
補
給
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

２
．
食
事
に
つ
い
て

　

災
害
後
は
衛
生
状
態
が
悪
化
し
、
食
中

毒
や
感
染
症
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
食
事
の
前
に
は
手
を
洗
い
（
断
水
時

は
消
毒
液
な
ど
使
い
）、
配
ら
れ
た
食
事

は
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。
下
痢
や
嘔
吐

等
の
症
状
が
出
た
ら
、
食
品
を
取
り
扱
う

作
業
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

３
．
ト
イ
レ
の
衛
生

　

簡
易
ト
イ
レ
や
野
外
ト
イ
レ
は
、
排
せ

つ
物
に
よ
る
環
境
汚
染
が
心
配
で
す
。
可

能
な
限
り
男
性
用
、
女
性
用
を
分
け
、
定

期
的
に
清
掃
、
消
毒
（
３
％
ク
レ
ゾ
ー
ル

石
鹸
液
ま
た
は
３
％
逆
性
石
鹸
液
）
し
ま

し
ょ
う
。

４
．
生
活
環
境

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
で
き
る
空
間
や

仕
切
り
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
生
活
が
長
引
く
と
、
布
団
に
ダ
ニ

が
繁
殖
し
た
り
し
ま
す
。
定
期
的
な
清
掃

や
天
日
干
し
を
し
、
換
気
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
た
め
に
も
、

周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切

で
す
。

冬
は
寒
さ
対
策
を

　

避
難
所
内
は
火
気
厳
禁
の
と
こ
ろ
が
多

い
の
で
毛
布
を
確
保
し
た
り
、
重
ね
着
な

ど
の
寒
さ
対
策
が
必
要
で
す
。
床
に
は

畳
、
マ
ッ
ト
、
段
ボ
ー
ル
な
ど
を
敷
き
ま

し
ょ
う
。
大
き
な
ポ
リ
袋
の
底
を
く
り
ぬ

き
、
頭
か
ら
か
ぶ
れ
ば
防
寒
具
に
な
り
ま

す
。
乳
児
や
高
齢
者
は
特
に
寒
さ
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◎
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
予
防

　

屋
内
や
車
庫
な
ど
の
換
気
の
良
く
な
い

場
所
や
、
窓
な
ど
空
気
取
入
口
の
近
く
で
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避難生活のために

の
発
電
機
、
木
炭
使
用
の
キ
ャ
ン
プ
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
使
用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

一
酸
化
炭
素
は
低
濃
度
で
も
死
亡
す
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。
暖
房
時
は
換
気
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

５
．
病
気
の
予
防
・
感
染
症
を
防
ぐ

　

避
難
所
で
の
集
団
生
活
で
は
、
下
痢
等

の
消
化
器
系
や
風
邪
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
の
呼
吸
器
系
感
染
症
が
流
行
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
発
熱
・
せ
き
な
ど
の
症
状
が

出
た
ら
軽
い
症
状
で
あ
っ
て
も
、
マ
ス
ク

を
着
用
。
救
護
室
で
医
師
の
診
察
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

け
が
を
し
た
場
合
、
破
傷
風
に
感
染
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
土
な
ど
で
汚
れ

た
傷
を
放
置
せ
ず
、
消
毒
し
医
療
機
関
で

手
当
を
。

◎
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
に
注
意
を

　

同
じ
姿
勢
で
長
時
間
座
っ
て
い
る
と
、

血
行
不
良
が
起
こ
り
血
液
が
固
ま
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
血
の
固
ま
り

（
血
栓
）が
足
か
ら
肺
や
脳
、心
臓
に
と
び
、

血
管
を
詰
ま
ら
せ
肺

塞
栓
や
脳
卒
中
、
心

臓
発
作
な
ど
を
誘
発

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群

で
す
。

　

狭
い
車
内
な
ど
で

寝
起
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
は
、

定
期
的
に
体
を
動
か
し
、
十
分
に
水
分
を

取
り
ま
し
ょ
う
。
胸
の
痛
み
や
、
片
側
の

足
の
痛
み
・
赤
く
な
る
・
む
く
み
な
ど
の

症
状
が
出
た
ら
、
早
め
に
救
護
所
や
医
療

機
関
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

　

災
害
時
は
ス
ト
レ
ス
か
ら
誰
で
も
、
不

安
や
心
配
が
あ
り
ま
す
。
イ
ラ
イ
ラ
す

る
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
、
眠
れ
な
い
、
動ど
う

悸き

、
息
切
れ
で
苦
し
い
と
感
じ
た
時
は
休

息
や
睡
眠
を
で
き
る
だ
け
と
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

無
理
を
せ
ず
、
ま
ず
は
身
近
な
人
や
専

門
の
相
談
員
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
妊
婦
、
産
後
ま
も
な
い
お
母
さ
ん

と
乳
幼
児
は
、
健
康
面
へ
の
配
慮
や
主
治

医
の
確
保
に
つ
い
て
、
保
健
師
な
ど
に
相

談
し
情
報
を
得
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

６
．
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て

　

ペ
ッ
ト
も
家
族

で
す
。
非
常
持
ち

出
し
に
ペ
ッ
ト
用

品
も
用
意
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
避

難
所
で
は
ル
ー
ル

に
従
っ
て
、
周
り

の
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
世
話
し
ま
し
ょ
う
。

７
．
Ｉ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て

　

介
護
や
ア
レ
ル
ギ
ー
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

乳
幼
児
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
Ｈ
Ｐ
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま

す
。
内
容
を
確
か
め
て
上
手
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

　段ボールの中にバスタオルを敷き、
その中に赤ちゃんを寝かせます。仕
切りや覆いで守られていることで赤
ちゃんは安心します。
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損害の状況

全　損

半　損

一部損

建　物 家　財
支払われる
保険金

基礎・柱・壁・屋根などの損害額が

焼失・流出した部分の床面積が

家財の損害額が
建物の時価の50％以上 家財の時価の

80％以上
契約金額の
100％
（時価が限度）

建物の延床面積の70％以上
基礎・柱・壁・屋根などの損害額が

焼失・流出した部分の床面積が

家財の損害額が
建物の時価の20～50％未満 家財の時価の

30～80％未満
契約金額の
50％

（時価の50％が限度）
建物の延床面積の20～70％未満
基礎・柱・壁・屋根などの損害額が

全壊・半壊に至らない建物が

家財の損害額が
建物の時価の3～20％未満 家財の時価の

10～30％未満
契約金額の
5％

（時価の5％が限度）
床上浸水 または地盤面から

45㎝を超える浸水

全　損 鴨居（かもい）、長押（なげし）または
扉の上端に至る床上浸水の場合

契約金額の100％
（時価が限度）

半　損 床上浸水または地盤面より45㎝を超える浸水の場合 契約金額の50％
（時価の50％が限度）

一部損 基礎の高さ以上の浸水を被った場合で
全壊または半壊に至らない場合

契約金額の5％
（時価の5％が限度）

●木造建物（在来軸組工法等、枠組壁工法）、鉄骨建造物（共同住宅を除く）についての津波による
　浸水損害（※）の場合、支払われる保険金は、次のとおりです。

（※）津波による浸水被害にのみ適用します。

災害保険について

　自然災害に遭った時、生活の立て直しの
ため損害保険は大切な備えです。各損保会
社でも、自然災害の保険「建物」「家財」な
どいろいろな保障を用意しています。ここ
では地震保険について説明します。

損保会社の地震保険について
　地震保険は単独では契約できません。火
災保険にセットして契約する必要がありま
すが、火災保険の契約期間の中途でも地震
保険の契約はできます。
　地震保険の契約は、建物と家財のそれぞ
れで契約し、契約金額は火災保険の契約金
額の30％～ 50％の範囲内です。なお、建
物は5,000万円、家財は1,000万円が契約
の限度額になります。保険料は、建物の構
造と所在地により異なります。

　地震保険料の一定額が控除され、税制上
のメリットが得られる「地震保険料控除」
があります。
　※地震保険の保険料を決定する建物の構
造区分が一部改定されました（保険始期が
2010年1月1日以降の火災保険に付帯され
る地震保険が対象です）。
　※2010年1月1日以降、建物の構造区分
の改定により保険料が引き上げとなる場合
は、経過措置が適用され保険料負担が軽減
されます。詳しくは、損害保険代理店また
は損害保険会社にお問い合わせください。
このほか、自然災害の保険について
　詳しくは社団法人日本損害保険協会の
ホームページhttp://www.sonpo.or.jp/
などで調べるほか、お近くの損保会社へ。
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共済について

共済や全労済の地震保障について
　地震災害に対する備えには「損害保険会
社」の地震保険のほか各都道府県民共済、
JA共済、全労済などがあります。
　県民共済やJA共済、全労済の地震保障
についても検討しましよう。

共済と保険の違い
　共済は一定の地域や職域など特定の人
が対象です。JA共済なら農協の組合員ら、
県民共済はその都道府県に住まいや職場が
ある人などです。一方、保険は不特定多数
の人が対象になります。

県民共済の地震保障
　県民共済の新型火災共済は地震等の場合
に見舞共済金が支払われます。
　具体的な条件は次のとおりです。

　損保の地震保険では全損・半損・一部損
という段階で保険金が支払われます。県民
共済は半焼・半壊以上かそうでないかが基
準となります。
　保険金は加入額の5％の範囲で最高300
万円。住宅の保障が2,100万円の場合、こ
れの5％、105万円が半焼・半壊以上の損
害で支払われます。保障が少なく感じます
が、掛け金が安いのと決算後に剰余金が割
り戻されることも考えて検討してはいかが
でしょうか。

JA共済（農協）の地震保障
　JA共済には建物更生共済があります。
他の共済と違い、期間満了時に満期返戻
金が受け取れる貯蓄性の高い保険です。

「建物」「家財」に加え営業で使用の机やロッ
カーなど「営業用什器備品」、畜舎や堆肥
舎など「特定建築物」の保障をする4プラ
ンがあり、5％以上の損害が対象で、建物
は1,000万円、家財は500万円に損害割合
を乗じた分が支払われます。
　なお損害額の50％が限度です。
　台風などは建物で2,000万円。家財
1,000万円など保障額が異なります。ケガ
や死亡された時などの保障もあり、詳しく
はJA共済のＨＰなどでご確認下さい。

全労済の地震保障
　全労済では自然災害保障付火災共済があ
ります。大型タイプと標準タイプがあり、
具体的な保障額（地震等共済金）は次のと
おりです。

　　一部壊・一部焼については、100万円
以上の損害が対象。損保の地震保険以上に
軽微な損害は対象になりません。ただし他
に地震等特別共済金があり、住宅等の損害
が20万円超100万円以下の場合、1世帯当
たり大型タイプで4.5万円、標準タイプで
3万円支払われます。
　なお、地震による損壊、火災・噴火によ
る損壊、火災・津波による損壊が対象とな
ります。
　地震以外の突風、雪崩、豪雨などの風水
害は保障額が異なります。

　保険・共済も種類や内容で保険金（共済
金）の支払われ方が違います。内容をよく
確かめて我が家にあった商品を選びましょ
う。

■大型タイプ
全壊・全焼 ： 1,800万円
半壊・半焼 ： 900万円
一部壊・一部焼 ： 180万円

■標準タイプ
全壊・全焼 ： 1,200万円
半壊・半焼 ： 600万円
一部壊・一部焼 ： 120万円

地震等による
加入住宅の半焼・半壊以上の損害

加入額の5％の範囲内で
最高300万円の支払い

死亡・重度後遺障害には
1人100万円（合計500万円）



気象庁の震度と階級

震
度
０
人は揺れを感じない。

震
度
５
弱

つり下げられた物は激し
く揺れ、棚にある食器類、
書棚の本が落ちることが
ある。座りの悪い置物の多
くが倒れる。

震
度
１
屋内にいる人の一部が、わ
ずかな揺れを感じる。

震
度
５
強

非常な恐怖感を感じる。
補強されていないブロック
塀の多くが崩れる。

震
度
２
屋内にいる人の多くが、揺
れを感じる。

震
度
６
弱

立っていることが困難にな
る。壁のタイルや窓ガラス
が破損、落下する。

震
度
３

屋内にいる人のほとんど
が、揺れを感じる。恐怖を
覚える人もいる。

震
度
６
強

耐震性の低い建物が倒壊
する。耐震性の高い建物
でも壁や柱が破損するも
のがかなりある。

震
度
４

つり下げられた物は大きく
揺れ、棚にある食器類は
音をたてる。かなりの恐怖
感がある。

震
度
７

揺れにほんろうされ、自
分の意志で行動できない。
大きな地割れ、地滑りや
山崩れが発生する。

16

地震のメカニズム
　

地
球
の
表
面
は
厚
さ
１
０
０
㌔
㍍
も
あ
る
十

数
枚
の
固
い
岩
盤
（
プ
レ
ー
ト
）
で
覆
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
プ
レ
ー
ト
に
陸
も
海
も
載
っ
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
年
に
数
㌢
の
速

度
で
動
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
列
島
は
海
洋
側
の
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
、
大
陸
側
の
北
米
プ

レ
ー
ト
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
４
つ
の
プ

レ
ー
ト
の
上
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

　

地
震
に
は｢

プ
レ
ー
ト
間
地
震｣
と
「
プ
レ
ー

ト
内
地
震
」の
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

海
洋
側
プ
レ
ー
ト
は
大
陸
側
プ
レ
ー
ト
の
下

に
沈
み
込
ん
で
お
り
、
プ
レ
ー
ト
同
士
が
動
い

て
い
る
た
め
、
境
目
に
は
ひ
ず
み
が
生
じ
ま

す
。
ひ
ず
み
が
限
界
に
達
す
る
と
、
元
に
戻
ろ

う
と
し
て
跳
ね
返
り
、
地
震
と
な
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
も
こ
の
よ
う
に
プ
レ
ー
ト
の

境
目
で
発
生
し
た
「
プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
」

で
し
た
。
海
側
の
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
陸
側
の

北
米
プ
レ
ー
ト
の
下
に
も
ぐ
り
込
む
境
目
で
起

き
た
も
の
で
し
た
。
一
方
、
プ
レ
ー
ト
内
地
震

は
プ
レ
ー
ト
の
傷
と
い
え
る
活
断
層
が
ず
れ

動
い
て
起
こ
る
地
震
で
す
。「
直
下
型
」
と
呼

ば
れ
る
地
震
の
多
く
は
こ
ち
ら
で
、
都
市
部
の

直
下
で
起
こ
る
と
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
こ
の
タ
イ
プ
の
地

震
に
当
た
り
ま
す
。

「日本周辺のプレートとプレート境界」

「海溝型地震はこうして起きる」

　マグニチュード（Ｍ）は、断層運動のエネ
ルギーの大きさ。マグニチュードが1増える
と地震のエネルギーは約30倍、2増えると約
1000倍になるという関係にあります。
　震度は、ある場所での地震の揺れの程度を
示します。

太
平
洋
プ
レ
ー
ト

ユーラシアプレート

フィリピン海プレート

北米プレート

日本列島
太平洋

沈下

プレート プレート

プレート
隆起

圧縮

破壊地震
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いつ起きても不思議ではない

東
海
地
震

　

静
岡
県
の
駿
河
湾
付
近
で
起
き
る
と
さ
れ
る

Ｍ
８
ク
ラ
ス
の
大
地
震
。
東
日
本
大
震
災
と
同

様
、
プ
レ
ー
ト
境
界
型
の
地
震
で
す
。
こ
の
地

域
で
は
１
０
０
〜
１
５
０
年
ご
と
に
大
地
震
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
１
８
５
４
年
の
安
政
東
海

地
震
か
ら
１
５
０
年
以
上
が
た
ち
、
プ
レ
ー
ト

の
境
界
に
は
相
当
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
た
ま
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
ま
す
。
死
者
は
最
大
７
９
０
０
人

と
予
測
。
地
震
の
発
生
を
事
前
に
つ
か
む
た

め
、
陸
地
の
ひ
ず
み
や
海
面
の
高
さ
な
ど
を
24

時
間
体
制
で
監
視
し
て
い
ま
す
。

東
南
海
・
南
海
地
震
や
「
連
動
型
地
震
」

　

21
世
紀
前
半
に
も
起
き
る
お
そ
れ
が
あ
る
Ｍ

８
ク
ラ
ス
の
大
地
震
。
過
去
の
例
か
ら
東
南
海

地
震
と
南
海
地
震
は
同
時
か
続
け
て
起
き
る
可

能
性
が
高
い
と
い
い
ま
す
。
同
時
に
発
生
し
た

場
合
、
最
大
１
万
８
０
０
０
人
の
死
者
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
も
プ
レ
ー
ト
境
界
型
の
地

震
で
、
東
海
地
震
を
合
わ
せ
た
３
つ
が
連
動
す

る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
地
震
被

害
は
関
東
か
ら
九
州
に
か
け
て
の
27
都
府
県
に

お
よ
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

首
都
直
下
地
震

　

関
東
大
震
災
（
１
９
２
３
年
）
か
ら
ほ
ぼ
90

年
た
ち
、
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
地
震
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
の
委
員
会
は
２
０
０
４
年
、
30
年

以
内
に
70
％
程
度
の
確
率
で
発
生
す
る
と
の
予

測
を
ま
と
め
ま
し
た
。
最
大
で
死
者
１
万
１
０

０
０
人
、
約
85
万
棟
の
建
物
が
全
壊
す
る
と
予

想
。
直
下
地
震
で
は
約
６
５
０
万
人
が
帰
宅
困

難
に
な
る
と
み
ら
れ
、
大
混
雑
に
よ
る
災
害
も

心
配
さ
れ
ま
す
。
地
震
の
前
ぶ
れ
を
つ
か
む
の

は
極
め
て
難
し
い
と
い
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
国
内
外
で
大
き

な
地
震
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
３

月
に
起
き
た
Ｍ
９
と
い
う
巨
大
な
東
日
本
大
震

災
は
、
死
者
・
行
方
不
明
者
２
万
人
超
と
い
う

甚
大
な
被
害
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｍ
７

を
超
す
再
三
の
余
震
に
加
え
、
Ｍ
６
・
５
前
後

の
強
い
地
震
が
長
野
や
静
岡
の
内
陸
部
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

東
日
本
一
帯
の
み
な
ら
ず
、
全
国
で
地
震
の

動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
心
配
で

す
。
地
震
国
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り

心
に
刻
ん
で
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

？

？ ？

？

500年間隔地震

東海地震
東南海地震

南海地震

東海、東南海、南海地震を
どこまで拡大する？

ひ
ず
み
が

た
ま
る
？

南
西
諸
島

海
溝

日
本
海
溝

南海
トラ
フ

千島
海溝

連動は？

東
日
本
大
震
災

東日本大震災で想定の見直しが迫られる
主な海溝型巨大地震
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津波が起きたら

津
波
発
生
と
伝
播
の
し
く
み

津
波
の
発
生

　

海
底
下
で
大
き
な
地
震
が
発
生
す
る
と
、
断

層
運
動
に
よ
り
海
底
が
隆
起
も
し
く
は
沈
降
し

ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
海
面
が
変
動
し
、
大
き

な
波
と
な
っ
て
四
方
八
方
に
伝
播
す
る
も
の
が

津
波
で
す
。

　
「
津
波
の
前
に
は
必
ず
潮
が
引
く
」と
い
う
言

い
伝
え
が
あ
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
震
を
発
生
さ
せ
た
地
下
の
断

層
の
傾
き
や
方
向
に
よ
っ
て
は
、
ま
た
、
津
波

が
発
生
し
た
場
所
と
海
岸
と
の
位
置
関
係
に

よ
っ
て
は
、
潮
が
引
く
こ
と
な
く
最
初
に
大

き
な
波
が
海
岸
に
押
し
寄
せ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

 

津
波
は
引
き
波
で
始
ま
る
と
は
限
ら
な
い
の

で
す
。

津
波
の
伝
わ
る
速
さ

　

津
波
は
、
海
が
深
い
ほ
ど
速
く
伝
わ
る
性
質

が
あ
り
、
沖
合
で
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
匹
敵
す
る

速
さ
で
伝
わ
り
ま
す
。
逆
に
、
水
深
が
浅
く
な

る
ほ
ど
速
度
が
遅
く
な
る
た
め
、
津
波
が
陸
地

に
近
づ
く
に
つ
れ
後
か
ら
来
る
波
が
前
の
津
波

に
追
い
つ
き
、
波
高
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

水
深
が
浅
い
と
こ
ろ
で
遅
く
な
る
と
い
っ
て

も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
短
距
離
走
選
手
な
み
の

速
さ
で
陸
上
に
押
し
寄
せ
る
の
で
、
普
通
の
人

が
走
っ
て
逃
げ
切
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
津
波
が

海
岸
に
や
っ
て
く
る
の
を
見
て
か
ら
避
難
を
始

め
た
の
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
す
。
海
岸
付

近
で
地
震
の
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
ま
た
は
、
津

波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
実
際
に
津
波
が
見

え
な
く
て
も
、
速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

津
波
警
報
・
注
意
報

（注）Ｍ8超の巨大地震の場合は数値で発表せず「巨大な津波
の恐れ」として、具体的な高さを明示しない発表方法に改善
する方針。

津波発生と伝播のしくみ

1. 地震により海底・海面が隆起・沈降 2. 海面変動が大きな波となり、
　 四方八方へ伝播⇒沿岸へ来襲

地震発生

津波の伝わる速さ
時速 800㎞

高さ増 高さ増

高さ増

5000ｍ 500ｍ
100ｍ

10ｍ

時速 250㎞ 時速 100㎞ 時速 36㎞

津
波
警
報
・
注
意
報
の
種
類

種
類
警
報

解
説

発
表
さ
れ
る

津
波
の
高
さ

津波警報

大津波
高
い
と
こ
ろ
で
３
ｍ
程
度
以
上

の
津
波
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

厳
重
に
警
戒
し
て
く
だ
さ
い
。

３ｍ
、４ｍ
、

６ｍ
、８ｍ
、

10
ｍ
以
上

津　波
高
い
と
こ
ろ
で
２
ｍ
程
度
の
津

波
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
警

戒
し
て
く
だ
さ
い
。

１ｍ
、
２ｍ

津
波

　

注
意
報

高
い
と
こ
ろ
で
０・
５
ｍ
程
度
の

津
波
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

０・
５
ｍ
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津波が起きたら
　

津
波
に
よ
る
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場

合
に
、
地
震
が
発
生
し
て
か
ら
約
３
分
（
一
部

の
地
震
※
に
つ
い
て
は
最
速
２
分
以
内
）
を
目

標
に
津
波
警
報
（
大
津
波
、
津
波
）
ま
た
は
津

波
注
意
報
を
発
表
し
ま
す
。

　
「
津
波
警
報
」が
発
表
さ
れ
た
ら
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
な
ど
の
放
送
の
ほ
か
、
防
災
行
政
無
線
な

ど
で
伝
達
さ
れ
ま
す
。
い
ち
早
く
海
岸
か
ら
離

れ
て
く
だ
さ
い
。

　

近
く
の
高
台
や
避
難
地
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。
し
ば
ら
く
は
避
難
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
津
波
は
繰
り
返
し
来
ま
す
。
第
１
波
が
小
さ

く
て
も
、
後
か
ら
く
る
波
の
方
が
高
い
場
合
が

あ
り
ま
す
）

・
市
町
村
が
避
難
地
、
避
難
路
を
指
定
し
て
い

ま
す
。

・
頑
丈
な
建
物
の
３
階
以
上
（
で
き
る
だ
け
高

層
階
に
）
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

・
時
間
が
あ
る
と
き
は
、
海
岸
か
ら
離
れ
た
高

台
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

※
日
本
近
海
で
発
生
し
、
緊
急
地
震
速
報
の
技
術
に

よ
っ
て
精
度
の
良
い
震
源
位
置
や
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
が
迅
速
に
求
め
ら
れ
る
地
震

（
以
上
、
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）

ただちに海岸から離れる

高台へ

頑丈な、少なくとも3階以上の建物へ

早
め
の
避
難
を
！

　

人
的
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
ま
れ

ば
「
避
難
準
備
情
報
」
が
出
さ
れ
ま
す
。
避

難
に
時
間
を
要
す
る
要
援
護
・
介
護
者
の
方

は
た
だ
ち
に
避
難
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

　
「
避
難
勧
告
」
は
、
人
的
被
害
の
発
生
す

る
可
能
性
が
一
層
明
ら
か
に
な
っ
た
状
況
で

す
。
さ
ら
に
「
避
難
指
示
」
は
、
人
的
被
害

の
発
生
す
る
危
険
性
が
極
め
て
高
い
状
況

で
、
す
べ
て
の
住
民
は
た
だ
ち
に
避
難
を
完

了
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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自然災害のおそろしさ

一
般
災
害

　

日
本
列
島
は
、
位
置
、
地
形
、
地
質
な
ど
自

然
の
条
件
か
ら
地
震
、
台
風
や
豪
雨
、
火
山
噴

火
な
ど
の
自
然
災
害
が
発
生
し
や
す
い
地
域
で

す
。
日
本
は
Ｍ
６
以
上
の
地
震
回
数
が
世
界
の

20
・
５
％
、
活
火
山
数
７
％
、
死
者
数
０・
３
％
、

災
害
被
害
額
11
・
９
％
な
ど
、
国
土
面
積
（
世

界
の
陸
地
の
）
０
・
25
％
に
比
し
て
高
い
数
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。

台
風
と
集
中
豪
雨　

わ
が
国
に
は
年
平
均
10
・

８
個
の
台
風
が
接
近
、
２
・

６
個
が
上
陸
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
に

は
19
個
が
接
近
、
10
個
が
上

陸
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
１
９
５
１
（
昭
和

26
）
年
か
ら
の
統
計
で
最
も
多
い
数
で
し
た
。

こ
の
う
ち
、
10
月
の
台
風
23
号
で
は
、
死
者
・

行
方
不
明
は
98
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

集
中
豪
雨
も
、
１
９
９
７
〜
２
０
０
６
年
の

10
年
間
で
、
１
時
間
に
50
㍉
以
上
の
雨
が
降
っ

た
回
数
が
３
１
３
２
回
、
１
０
０
㍉
以
上
が
51

回
で
し
た
が
、
こ
れ
は
77
〜
86
年
の
10
年
間
の

１
・
６
倍
、
２
・
３
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
台
風
に
備
え
て
〉

・
家
の
周
り
を
再
点
検
し
、
屋
根
瓦
や
庭
木
な

ど
必
要
な
も
の
は
修
理
や
補
修
を

・
倒
れ
や
す
い
物
干
し
ざ
お
や
鉢
植
え
な
ど
は

固
定
す
る
か
家
の
中
に

・
浸
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
家
は
、
家
具
・
電
気

製
品
な
ど
を
な
る
べ
く
高
い
場
所
に
置
く

・
停
電
に
備
え
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
ロ

ウ
ソ
ク
な
ど
を
準
備

・
最
寄
り
の
避
難
所
・
避
難
経
路
を
事
前
確
認

豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害

　

集
中
豪
雨
や
地
震
な
ど
に

伴
う
土
石
流
、
地
す
べ
り
、

が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害

は
、
２
０
０
０
〜
09
年
の
10

年
間
の
年
平
均
が
１
０
０
０

件
を
超
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
宅
地
が
都
市
域

周
辺
の
山
ろ
く
部
ま
で
広
が
り
、
危
険
箇
所
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
に
は
過
去
５
年
平
均
の
約
３
・

１
倍
に
あ
た
る
２
５
３
７
件
（
土
石
流
５
６
５

／
地
す
べ
り
４
６
１
／
が
け
崩
れ
１
５
１
１
）

の
土
砂
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
１

９
８
２
（
昭
和
57
）
年
以
来
最
多
で
し
た
。

〈
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
〉

・
住
ん
で
い
る
場
所
が
土
砂
災
害
危
険
箇
所

か
ど
う
か
、
国
土
交
通
省
砂
防
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.m
lit.go.jp/

river/sabo/link_dosya_kiken.htm
l)

な
ど
で
確
認
す
る
か
、
市
町
村
役
場
に
問
い

合
わ
せ
ま
し
ょ
う

・
雨
が
降
り
出
し
た
ら
土
砂
災
害
警
戒
情
報
を

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

jm
a.go.jp/jp/dosha/

）
や
都
道
府
県

砂
防
課
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

・
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
早
め

に
避
難
。

〈
雨
の
強
さ
と
降
り
方
〉

１
時
間

雨
量（
㍉
）

予
報
用
語

イ
メ
ー
ジ

災
害
発
生
状
況

10
〜
20
や
や

強
い
雨

ザ
ー
ザ
ー
と

降
る

こ
の
程
度
の
雨
で
も
長
く
続

く
と
き
は
注
意
が
必
要

20
〜
30
強
い
雨

ど
し
ゃ
降
り

側
溝
や
下
水
、
小
さ
な
川

が
あ
ふ
れ
小
規
模
の
が
け

崩
れ
が
始
ま
る

30
〜
50
激
し
い
雨
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り

返
し
た
よ
う
に
降
る

山
崩
れ
・
が
け
崩
れ
が
起

き
や
す
く
な
り
危
険
地
帯

で
は
避
難
の
準
備
が
必

要
。
下
水
管
か
ら
雨
水
が

あ
ふ
れ
る

50
〜
80
非
常
に

激
し
い
雨
滝
の
よ
う
に
降
る

（
ゴ
ー
ゴ
ー
と
降
り

続
く
）

地
下
室
や
地
下
街
に
雨
水
が

流
れ
込
む
場
合
が
あ
る
。
マ

ン
ホ
ー
ル
か
ら
水
が
噴
出
す

る
。
土
石
流
が
お
こ
り
や
す

く
多
く
の
災
害
が
発
生
す
る

80
以
上
猛
烈
な
雨
息
苦
し
く
な
る
よ
う

な
圧
迫
感
が
あ
る
、

恐
怖
を
感
じ
る

大
規
模
な
災
害
の
発
生
す

る
お
そ
れ
が
強
く
、
厳
重

な
警
戒
が
必
要
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自然災害のおそろしさ

発生年月日 災　害　名 死者・行方不明者
1923（大正12）年 ９月 １日 関東大震災　　　　M7.9 105,000余
　 27（昭和２）　年 ３月 ７日 北丹後地震　　　　M7.3 2,925
　 33（昭和８）　年 ３月 ３日 三陸沖地震　　　　M8.1 3,064
　 34（昭和 9）　年 9月 21日 室戸台風 3,036
　 43（昭和18）年 ９月 10日 鳥取地震　　　　　M7.2 1,083
　 44（昭和19）年12月 ７日 東南海地震　　　　M7.9 1,223
　 45（昭和 20）年 １月 13日 三河地震　　　　　M6.8 2,306
　 45（昭和 20）年 ９月 17日 枕崎台風　　　　　 3,756
　 46（昭和 21）年12月 21日 南海地震　　　　　M8.0 1,443
　 47（昭和 22）年 ８月 14日 浅間山噴火 11
　 47（昭和 22）年 ９月 14日 カスリーン台風 1,930
　 48（昭和 23）年 ６月 28日 福井地震　　　　　M7.1 3,769
　 48（昭和 23）年 ９月 15日 アイオン台風 838
　 50（昭和 25）年 ９月 ２日 ジェーン台風 539
　 51（昭和 26）年10月 13日 ルース台風 943
　 52（昭和 27）年 3月 ４日 十勝沖地震　　　　M8.2 33
　 53（昭和 28）年 ７月 16日 南紀豪雨 1,124
　 54（昭和 29）年 ９月 25日 洞爺丸台風 1,761
　 57（昭和 32）年 ７月 25日 諫早豪雨 722
　 58（昭和 33）年 ９月 26日 狩野川台風 1,269
　 59（昭和 34）年 ９月 26日 伊勢湾台風 5,098
　 60（昭和 35）年 ５月 23日 チリ地震津波 142
　 63（昭和 38）年 １月 豪雪 231
　 64（昭和 39）年 ６月 16日 新潟地震　　　　　M7.5 26
　 66（昭和 41）年 ９月 23日 台風 24、26号 317
　 68（昭和 43）年 ５月 16日 十勝沖地震　　　　M7.9 52
　 74（昭和 49）年 ５月 ９日 伊豆半島沖地震　　M6.9 30
　 77（昭和 52）年 １月 雪害 101
　 78（昭和 53）年 １月 14日 伊豆大島近海地震　M7.0 25
　 78（昭和 53）年 ６月 12日 宮城県沖地震　　　M7.4 28
　 83（昭和 58）年 ５月 26日 日本海中部地震　　M7.7 104
　 91（平成 3）　年 6月 3日 雲仙・普賢岳火砕流 43
　 93（平成 5）　年 ７月 12日 北海道南西沖地震　M7.8 230
　 95（平成 7）　年 １月 17日 阪神・淡路大震災　M7.3 6,437
2000（平成12）年 ３月 31日 有珠山噴火　 0
　 00（平成12）年 ９月 10日 東海豪雨 10
　 00（平成12）年10月 ６日 鳥取県西部地震　　M7.3 0
　 01（平成13）年 ３月 24日 芸予地震　　　　　M6.7 2
　 04（平成16）年10月 20日 台風 23号 98
　 04（平成16）年10月 23日 新潟県中越地震　　M6.8 68
　 07（平成19）年 ７月 16日 新潟県中越沖地震　M6.8 15
　 08（平成 20）年 ６月 14日 岩手・宮城内陸地震M7.2 23
　09（平成 21）年 7月 19日 中国・九州北部豪雨 31
　09（平成 21）年 8月 8日 台風 9号 27
　10（平成 22）年 7月 10日 梅雨前線による大雨 14
　11（平成 23）年 3月 11日 東日本大震災　　　M9.0 20,000 以上

国内の主な自然災害 火
山
災
害

　

火
山
の
噴
火
災
害
は
、
噴

火
に
伴
う
溶
岩
流
、
火
山
ガ

ス
、
爆
風
、
山
崩
れ
、
地

震
、
津
波
な
ど
種
類
や
規
模

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
わ
が
国

の
活
火
山
（
お
お
む
ね
１
万
年
以
内
に
噴
火
し

た
火
山
及
び
現
在
活
発
な
噴
気
活
動
の
あ
る
火

山
）
は
１
１
０
を
数
え
ま
す
。
最
大
の
被
害
は
、

１
７
９
２
（
寛
政
４
）
年
の
雲
仙
岳
噴
火
で
す
。

山
崩
れ
と
津
波
に
よ
り
約
１
万
５
０
０
０
人
が

犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
１
８
１
５
年
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
タ
ン
ボ
ラ
火
山
噴
火
で
は
、

火
砕
流
と
津
波
で
１
万
人
、
飢
餓
と
疫
病
で
８

万
２
０
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年

で
は
１
９
９
１
年
６
月
、
雲
仙
・
普
賢
岳
で
43

人
が
犠
牲
に
な
っ
た
火
砕
流
被
害
が
あ
り
、
２

０
０
０
年
以
降
、
有
珠
山
（
２
０
０
０
年
）、
浅

間
山
（
２
０
０
９
年
）、
新
燃
岳
（
２
０
１
１
年
）

な
ど
で
噴
火
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
気
象
庁
で

は
、
特
に
47
の
活
火
山
に
つ
い
て
、
大
学
研
究

機
関
や
自
治
体
と
協
力
し
て
常
時
監
視
し
噴
火

が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
噴
火
警
報
を
発
表
し
て

い
ま
す
。

〈
噴
火
が
予
想
さ
れ
た
と
き
は
〉

・
自
治
体
の
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
に
従
い
速

や
か
に
避
難

・
噴
石
な
ど
か
ら
頭
を
守
る
た
め
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
や
防
災
ず
き
ん
を
か
ぶ
る

・
ゴ
ー
グ
ル
や
マ
ス
ク
で
目
や
鼻
に
火
山
灰
が

入
ら
な
い
よ
う
に
す
る

・
火
山
灰
は
湿
る
と
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い
の
で

滑
り
に
く
い
靴
を
履
く



22

　

福
島
第
１
原
発
の
事
故
で
は
、
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
が
約
２
０
０
㌔
も
離
れ

た
関
東
に
も
降
り
注
ぎ
ま
し
た
。
各
地
の

農
産
物
や
水
道
水
か
ら
基
準
値
を
超
え
る

放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
な
じ
み
の
薄
か
っ

た
放
射
能
だ
け
に
、
実
際
に
ど
れ
ほ
ど
人

体
に
影
響
が
あ
る
の
か
疑
問
を
持
っ
て
い

る
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
は
、
発
生
時
の
対
応
や
身
の
回

り
の
放
射
線
、
食
品
の
暫
定
規
制
値
な
ど

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
事
故
発
生
時
の
対
応

　

ド
ア
を
閉
め
エ
ア
コ
ン
や
換
気
扇
を
使

わ
な
い
／
外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
シ
ャ
ワ
ー

原発と放射能

を
使
っ
た
り
、
手
、
顔
を
洗
い
、
服
を
着

替
え
る
／
外
出
時
は
ぬ
れ
タ
オ
ル
や
マ
ス

ク
で
口
や
鼻
を
覆
う
／
う
わ
さ
や
デ
マ
に

惑
わ
さ
れ
ず
正
確
な
情
報
収
集
に
努
め
る

■
暮
ら
し
の
中
の
放
射
線

　

空
気
中
に
は
ラ
ド
ン
な
ど
の
放
射
性
物

質
が
天
然
に
存
在
し
、
宇
宙
や
大
地
か
ら

も
多
少
の
放
射
線
を
浴
び
て
い
ま
す
。
食

べ
物
に
も
わ
ず
か
に
含
ま
れ
、
健
診
の

エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
な
ど
で
も
放
射
線
を
受

け
て
い
ま
す
。
１
年
間
に
通
常
浴
び
る
放

射
線
量
は
日
本
人
平
均
で
年
間
３
・
８
㍉

シ
ー

ベ
ル
ト

（
世
界
平
均
３
・
１
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト

）。

東北電力
東通（青森県東通村）
■１号

東北電力
女川（宮城県女川町）
■１号 　■２号　■３号

東京電力
福島第 1（福島県大熊町）
■１号　■２号　■３号
■4号　■5号　■6号
　　 ※1～ 4号機は廃炉決定 

東京電力
柏崎刈羽（新潟県柏崎市）
■1号　■２号　■３号　
■4号　■5号　■6号
■7号

中部電力
浜岡（静岡県御前崎市）
■３号  ■4号  ■5号

福島第 2（福島県楢葉町）
■１号 　■２号　■３号
■4号
日本原子力発電
東海第 2■（茨城県東海村）

北海道電力
泊（北海道泊村）
■１号　■２号　■３号

　日本は、アメリカ、フランスに続く「原発大国」。しかし、
大飯原発１号機が2011年７月にトラブルで停止し定期検
査状態に入るなど、停止・定期検査中は41基（2011年8
月末現在、一部予定を含む）にのぼり、運転中は13基。

身の回りの放射線

自然放射線 人工放射線
放射線量

（ミリシーベルト）

10.0

2.4

0.19

6.9

1.0

0.6

0.05
0.05

10

0.1

0.01

10

0.1

0.01

暮らしの中の放射線

内閣府原子力安全委員会の資料より

ブラジルの
ガラパリ地域（年間）

宇宙から 0.39
大地から 0.48
食物から 0.29
空気から 1.26

東京―ニューヨークの
飛行機旅行（往復）

一人当たりの
年間自然放射線
（世界平均）

胃のエックス線
検診

胸のエックス線検診

原発周辺の線量
年間目標値

一般人の年間限界線量
（自然と医療は除く）

胸のエックス線
ＣＴスキャン
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原発と放射能

■
被
ば
く
量
と
健
康
へ
の
影
響

　

国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
）
の
基
準
で
は
、
が
ん
の
発
症
リ
ス
ク

は
１
０
０
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト

の
被
ば
く
で
０
・
５
％
高

ま
り
、
線
量
に
比
例
し
て
リ
ス
ク
も
高
ま

る
と
い
い
ま
す
。

■
内
部
被
ば
く
と
外
部
被
ば
く

　

放
射
性
物
質
を
含
む
水
を
飲
ん
だ
り
、

食
べ
物
や
呼
吸
で
体
内
に
入
る
の
が
体
内

被
ば
く
。
大
気
中
や
土
壌
の
放
射
性
物
質

を
外
か
ら
浴
び
る
の
が
外
部
被
ば
く
。
体

に
入
っ
た
ヨ
ウ
素
１
３
１
は
甲
状
腺
に
集

ま
り
や
す
く
、
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
は
全
身

に
分
布
。

■
食
品
の
暫
定
規
制
値

　

事
故
後
に
「
放
射
性
ヨ
ウ
素
は
年
間
50

㍉
シ
ー

ベ
ル
ト

以
下
、
セ
シ
ウ
ム
は
５
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト

以
下
な

ら
安
全
」と
の
原
子
力
安
全
委
員
会
の
見

解
を
基
に
、
食
品
を
１
年
間
食
べ
続
け
て

も
、
こ
の
上
限
に
収
ま
る
よ
う
厚
生
労
働

省
が
定
め
た
の
が
食
品
ご
と
の
暫
定
規
制

値
（
別
表
）
で
す
。

■
海
水
浴
場
は

　

環
境
省
は
、
海
水
浴
場
な
ど
の
安
全
基

準
に
つ
い
て
「
暫
定
的
に
１
㍑
あ
た
り
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
は
50
ベ
ク

レ
ル

以
下
、
ヨ
ウ
素
は

30
ベ
ク

レ
ル

以
下
を
目
安
」と
決
定
。
７
、８
月
に

毎
日
５
時
間
泳
い
で
も
安
全
な
目
安
と

し
、
こ
れ
以
下
な
ら
誤
っ
て
飲
ん
だ
り
し

て
も
セ
シ
ウ
ム
、
ヨ
ウ
素
と
も
に
０
・
１

㍉
シ
ー

ベ
ル
ト

以
下
（
年
間
放
射
線
被
ば
く
限
度
量

１
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト

）
に
抑
え
ら
れ
る
基
準
で
す
。

四国電力
伊方（愛媛県伊方市）
■１号  ■２号  ■３号

北陸電力
志賀（石川県志賀町）
■１号 　■２号

中国電力
島根（島根県松江市）
■１号 　■２号

九州電力
玄海（佐賀県玄海町）
■１号　■２号
■３号　■４号

日本原子力発電
敦賀（福井県敦賀市）
■１号  ■２号

関西電力
高浜（福井県高浜町）
■１号  ■２号  ■３号  ■４号
美浜（福井県美浜町）
■１号  ■２号  ■３号
大飯（福井県おおい町）
■１号  ■２号  ■３号  ■４号

川内（鹿児島県薩摩川内市）
■１号 　■２号

日本の原発は 54基

定期検査で停止
停止
運転中

食品の暫定規制値
放
射
性
物
質

の
種
類

厚
生
労
働
省
が
設
け
て
い
る
規
制
値

（
１
㌔
㌘
あ
た
り
の
ベ
ク
レ
ル
値
）

放
射
性

ヨ
ウ
素

（
半
減
期
８
日
）

飲
料
水

300
100

（乳児）

牛
乳
・
乳
製
品

野
菜
類
（
根
菜
・
イ
モ
類
を
除
く
）

2000

放
射
性

セ
シ
ウ
ム

（
半
減
期
30
年
）

飲
料
水

200

牛
乳
・
乳
製
品

野
菜
類

500

穀
類

肉
、
卵
、
魚
、
そ
の
他

Ｇ8各国のエネルギー構成

カナダ

イタリア

ロシア

ドイツ

フランス

日　本

米　国

英　国

（数字は％）

60.6 14.4 24.9

19.5 79.2

16.1 15.7 68.0

14.4 23.3 60.8

13.3 76.4 9.6

9.8 23.9 65.7

9.3 19.2 71.0

6.313.5 79.5

自然エネルギー
原子力

火力
その他

Ｇ 8各国のエネルギー構成
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原発と放射能
　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
た
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
１
〜
３
号

機
の
事
故
は
、
国
際
評
価
尺
度
（
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
）
で
最
も
深
刻
な
レ
ベ
ル
７
（
深
刻
な

事
故
）
と
な
り
ま
し
た
。
原
発
と
は
、
福

島
で
一
体
何
が
あ
っ
た
の
か
。
原
発
を
め

ぐ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
い
く
つ
か
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
国
際
評
価
尺
度

　

原
子
力
ト
ラ
ブ
ル
の
規
模
や
深
刻
度
を

示
す
世
界
共
通
の
尺
度
。
国
際
原
子
力
機

関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ)

な
ど
が
制
定
。
レ
ベ
ル

０
か
ら
７
ま
で
の
８
段
階
に
分
類
。
１
９

８
６
年
の
旧
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
事
故
は
最
悪
の
レ
ベ
ル
７
。

■
ベ
ク
レ
ル
と
シ
ー
ベ
ル
ト

　

ベ
ク
レ
ル
は
放
射
線
を
出
す
能
力
（
放

射
能
）の
強
さ
を
示
す
単
位
。
一
方
、シ
ー

ベ
ル
ト
は
放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響
を
示

す
も
の
。
１
ベ
ク

レ
ル

の
放
射
性
ヨ
ウ
素
を
経
口

摂
取
し
た
時
の
人
体
へ
の
影
響
は
０
・
０

２
２
マ
イ

ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト

。

　

１
シ
ー

ベ
ル
ト

は
１
０
０
０
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト

、
１
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト

は
１

０
０
０
マ
イ

ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト

。

■
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
（
炉
心
溶
融
）

　

原
子
炉
内
の
冷
却
水
が
減
り
燃
料
棒
が

露
出
し
過
熱
に
よ
り
溶
け
て
破
損
す
る
状

態
を
「
炉
心
溶
融
」と
呼
ぶ
。
炉
心
全
て

が
溶
け
原
子
炉
圧
力
容
器
の
底
に
た
ま
る

状
態
。

■
水
素
爆
発

　
「
燃
料
棒
」の
被
覆
材
料
に
使
わ
れ
る
物

質
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
が
熱
く
な
り
す
ぎ
る
と

水
と
反
応
し
て
水
素
が
ど
ん
ど
ん
で
き

る
。
そ
れ
が
空
気
中
の
酸

素
と
反
応
し
て
爆
発
す
る

現
象
。

■
冷
温
停
止

　

原
子
炉
内
の
水
温
が
１

０
０
度
未
満
で
燃
料
が
安

定
し
て
冷
や
さ
れ
制
御
可

能
な
状
態
。

■
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

　

原
発
か
ら
の
距
離
と
関

係
な
く
局
所
的
に
放
射
線

量
の
高
い
場
所
の
こ
と
。

原
発
か
ら
放
出
さ
れ
た
放

射
性
物
質
は
、
雲
の
よ
う

な
塊
に
な
っ
て
風
に
流
さ

れ
、
雨
な
ど
の
影
響
で
地
面
に
沈
着
、
ま

だ
ら
状
に
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
出
現
す
る
。

■
放
射
性
物
質
の
半
減
期

　

ヨ
ウ
素
１
３
１
は
８
日
、
セ
シ
ウ
ム
１

３
７
は
30
年
で
半
分
に
な
る
。
そ
の
時
間

を
半
減
期
と
呼
ぶ
。
た
だ
し
摂
取
さ
れ
た

放
射
性
物
質
は
時
間
と
と
も
に
体
外
に
排

出
さ
れ
る
の
で
、
実
質
的
な
半
減
期
は
ヨ

ウ
素
１
３
１
は
成
人
で
約
７
日
、
セ
シ
ウ

ム
１
３
７
で
約
90
日
と
い
う
。

原子力事故の国際評価尺度（テラは1兆倍）

レベル 基　準 事故例

事
故

レベル7
深刻な事故 ・数万テラベクレル以上

・チェルノブイリ原発事故（86 年、
520万テラベクレル）

・福島第 1原発事故（2011年、
37万～ 63万テラベクレル）

レベル 6
大事故 ・数千～数万テラベクレル

レベル5
施設外へのリス
クを伴う事故

・数千テラベクレル
・炉心の重大な損傷

・米国スリーマイル島原発事故
　（79 年）

レベル 4
施設外への大き
なリスクを伴わ
ない事故

・少量な外部放出
・炉心のかなりの損傷
・従業員の致死量の被ばく

・JCO 臨界事故（99 年）

異
常
な
事
象

レベル3
重大な
異常事象

・きわめて少量の外部放出
・施設内の重大な汚染
・急性の放射線障害を生じ
る従業員の被ばく

・旧動燃東海事業所火災爆発
　（97年）

レベル2
異常事象

・施設内のかなりの汚染
・法定の年間制限を超える
従業員の被ばく

・美浜原発蒸気発生器細管破断
　（91年）
・志賀原発臨界事故（99 年）

レベル1
逸脱 ・運転制限範囲からの逸脱

・高速増殖炉もんじゅナトリウム
火災（95 年）

・美浜原発11人死傷事故（04 年）

レベル 0 ・安全上重要ではない事象
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福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
受
け
、

ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
、

各
国
で
原
発
見
直
し
の
機
運
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
枯
渇
の
心
配
が
な

く
、
石
油
・
石
炭
な
ど
と
違
い
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
が
少
な
く
、
放
射
性
物
質
の
問
題

も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種

類
や
課
題
な
ど
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

□
太
陽
光

　

太
陽
電
池
と
呼
ば
れ
る
パ
ネ
ル
状
で
、

光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
流
に
変
え
て
発

電
。
日
射
が
あ
る
限

り
手
に
入
り
、
有
害

物
質
も
出
さ
な
い
。

一
方
、
夜
間
や
悪
天

候
の
と
き
は
ほ
と
ん

ど
発
電
で
き
な
い
た

め
、
供
給
調
整
が
難

し
く
設
置
費
用
が
高

い
。

□
太
陽
熱

　

鏡
や
レ
ン
ズ
で
太
陽
光
を
集
め
発
生
す

る
熱
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
発
電
す
る
。
熱

を
た
め
る
こ
と
で
夜
や
雨
で
も
発
電
で
き

る
の
が
利
点
。
い
く
つ
か
の
方
式
が
あ
る

が
、
導
入
の
コ
ス
ト
が
高
い
。
砂
漠
や
乾

燥
し
た
土
地
の
よ
う
な
日
照
時
間
が
長
く

広
い
土
地
が
必
要
。

□
風
力

　

風
車
を
回
し
、

そ
の
回
転
運
動
で

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
作
る
。
風
さ
え

吹
け
ば
、
ど
こ
で

も
発
電
が
可
能
。

設
置
工
期
が
短

く
、
水
力
を
除
け

ば
最
も
導
入
が
進

ん
で
い
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
し
か
し
、

風
車
の
羽
根
に
鳥
が
巻
き
込
ま
れ
た
り
、

騒
音
問
題
や
景
観
を
損
な
わ
れ
る
と
の
声

が
出
る
こ
と
も
。

□
地
熱

　

火
山
な
ど
の
地
下
の
マ
グ
マ
で
熱
せ
ら

れ
た
地
下
水
を
取
り
出
し
、
そ
の
蒸
気
の

力
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
す
る
。
し

か
し
、
広
大
な
敷
地
が
必
要
で
、
発
電
所

に
適
し
た
場
所
は
、
温
泉
地
や
観
光
地
が

多
く
地
元
の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
が
問
題

に
。

□
バ
イ
オ
燃
料

　
食
品
廃
棄
物
、
汚
泥
、
家
畜
の
糞
尿
、
バ

イ
オ
ガ
ス
な
ど
の
生
物
資
源
や
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
つ
く
る
エ
タ
ノ
ー

ル
、
大
豆
油
や
菜
種
油
な
ど
の
バ
イ
オ
燃
料

な
ど
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
発
電
。
Ｃ
Ｏ
２
は
排

出
す
る
が
ゴ
ミ
の
再

利
用
や
減
量
に
も
役

立
つ
。
過
度
に
燃
料

と
し
て
使
う
と
、
食

料
用
の
資
源
が
不
足

し
た
り
、
生
態
系
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。

□
水
力
・
そ
の
他

　

流
れ
る
水
の
勢
い
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し

発
電
す
る
。
せ
き
止
め
る
ダ
ム
式
、
自
然

の
流
れ
を
利
用
す
る
方
式
が
あ
る
。
有
害

物
質
を
出
さ
な
い
が
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る

自
然
破
壊
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
ほ
か
、

満
潮
・
干
潮
の
海
水
移
動
の
力
を
利
用
す

る
潮
力
発
電
、
波
の
上
下
運
動
を
利
用
す

る
波
力
発
電
な
ど
も
あ
る
。

自然エネルギー
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見直そう！わたしたちの生活
　

眼
鏡
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
、
無
洗
米
、

圧
力
鍋
―
―
。
東
日
本
大
震
災
後
、
一
見

す
る
と
災
害
に
関
係
な
さ
そ
う
な
商
品
の

注
目
度
が
急
激
に
た
か
ま
っ
て
い
ま
す
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
会
社
「
シ
タ

シ
オ
ン
ジ
ャ
パ
ン
」（
シ
社
）の
調
べ
で
は
、

水
、
ガ
ス
、
電
力
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
足

り
な
い
状
況
に
も
、
あ
る
程
度
通
用
す
る

利
便
性
が
消
費
者
の
関
心
を
ひ
き
つ
け
て

い
る
よ
う
で
す
。
シ
社
は
東
日
本
大
震
災

の
前
後
で
消
費
意
識
に
ど
の
よ
う
な
変
化

が
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
な
ど
で
使
わ
れ

る
単
語
の
使
用
頻
度
の
推
移
や
販
売
の
声

な
ど
を
分
析
。
注
目
度
が
高
ま
っ
た
商
品

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

■
眼
鏡

　

震
災
後
に
ブ
ロ
グ
で
の
使
用
頻
度
の
高

ま
り
が
目
立
っ
た
単
語
が
「
メ
ガ
ネ
」。

　

最
近
は
視
力
が
悪
く
て
も
眼
鏡
を
持
た

ず
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
し
か

使
わ
な
い
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
被
災
時
に
は
衛

生
面
が
問
題
に
な
る
ほ
か
、
保

存
・
管
理
の
手
間
も
か
か
る
こ

と
か
ら
眼
鏡
へ
の
関
心
が
広
が
っ
た
よ
う

で
す
。
大
阪
市
内
の
眼
鏡
店
に
よ
る
と
、

「
震
災
後
は
『
日
ご
ろ
コ
ン
タ
ク
ト
だ
が
、

予
備
と
し
て
眼
鏡
が
な
い
と
怖
い
』
と
い

う
お
客
さ
ん
が
増
え
た
」
と
い
い
ま
す
。

■
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
・
自
転
車

　

｢

エ
コ
ブ
ー
ム｣

で
も
と
も
と
人
気
が
高

か
っ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
。
東
日
本
大

震
災
で
被
災
地
が
深
刻
な
ガ
ソ
リ
ン
不
足

に
見
ま
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
注
目
度
が
高

ま
り
ま
し
た
（
日
ご
ろ
か
ら
の
運
転
マ

ナ
ー
も
大
切
で
す
。
急
発
進
・
急
加
速
し

な
い
で
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
控
え
る
）。

　

ま
た
、
災
害
時
の
移
動
手
段
と
し
て
自

転
車
の
売
り
上
げ
も
伸
び
ま
し
た
。
シ
社

の
調
査
に
よ
る
と
、「
売
り
上
げ
が
10
年
度

比
１
６
０
％
の
専
門
店
も
あ
る
」と
言
い

ま
す
。
パ
ン
ク
し
な
い
自
転
車
も
発
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
無
洗
米
・
圧
力
鍋

　

こ
の
ほ
か
、
水
不
足
に
対
応
す
る
た
め

の
無
洗
米
、
調
理
時
間
を
短
縮
し
、
ガ
ス

や
電
気
代
を
節
約
で
き
る
圧
力
鍋
な
ど
も

従
来
以
上
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

■
湯
た
ん
ぽ

　

節
電
関
連
商
品

と
し
て
は
定
番
と

も
い
え
る
湯
た
ん

ぽ
も
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
あ
る

小
売
店
主
は
「
将
来
の
備
え
と
し
て
購
入

す
る
人
が
多
い
よ
う
だ
」
と
語
り
ま
す
。

　

ほ
う
き
や
ち
り
と
り
も
人
気
で
す
。
節

電
対
策
と
し
て
購
入
し
た
人
の
中
か
ら
は

「
う
る
さ
く
な
い
た
め
夜
中
で
も
掃
除
で

き
る
」
と
評
価
す
る
声
も
。

■
増
え
る
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
の
利
用

　

東
日
本
大
震
災
後
、
危
機
管
理
、
防

災
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
都
市
部
で
は

ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
の
利
用
が
伸
び
た
そ

う
で
す
。

　

水
害
や
火
災
な
ど
万
一
の
自
宅
の
被

害
を
想
定
し
て
安
全
管
理
面
か
ら
、
ア

ル
バ
ム
や
子
ど
も
の
思
い
出
作
品
の
保

管
、
非
常
時
に
備
え
て
保
存
食
や
水
な

ど
の
「
備
蓄
倉
庫
」
と
し
て
の
利
用
な

ど
、
リ
ス
ク
管
理
が
個
人
で
も
進
ん
で

い
ま
す
。
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見直そう！わたしたちの生活

○白熱電球を電球型蛍光ランプや
　LED電球に交換しましょう。
　白熱電球１個（60型：54w）は最新式の
32V型液晶テレビとほぼ同じ電力を消費し
ます。白熱電球を電球型蛍光ランプ（12w）
に交換することで42w、LED電球（8ｗ）な
ら46w程度節電できます。
○主な電気製品の消費電力を
　調べてみましょう
　電気製品の取扱説明書や本体には年間消
費電力量や定格消費電力などが記載されて
います。ご家庭で使う電気製品の消費電力
を推定してみましょう。
○家電買い替え時は
　省エネ家電にしましょう
　最新型の電気製品は消費電力が少なく、
買い替えると大きな節電効果があります。
統一省エネラベルを参考に省エネ家電を購
入しましょう。（ただし、より大型のものに替
えると消費電力が増えることもあります）

※資源エネルギー庁
ホームページより

○節電の基礎知識
　夏の日中（14時ごろ）には、在宅世帯は平均で
約1200Ｗの電力を消費しており、そのうちエアコ
ンが約半分を占めています。設定温度も大切です
が、家の屋上や壁面を緑化すると省エネ効果は大
きくなります。外出中の世帯でも、冷蔵庫、温水
洗浄便座、待機電力などにより平均で約340Ｗの
電力を消費しています。

エアコン
53％冷蔵庫

23％

その他　10％　
待機電力　4％　

パソコン　0.3％

温水洗浄便座　0.8％

照明　5％　

テレビ　5％　

節電対策メニュー
節電効果

チェック
削減率 削減

消費電力

エアコン
夏季は室温 28度、冬季は18度を心がけましょう

夏季に設定温度を
2度上げた場合　

10%
130W

すだれやよしずなどで窓からの日ざしを和らげましょう 10% 120W
無理のない範囲で消して扇風機を使いましょう 50% 600W

冷蔵庫 設定を「強」から「中」に変え、扉を開ける時間をできる
だけ減らし、食品をつめこまないようにしましょう 2% 25W

照明 日中は消して夜間もできるだけ減らしましょう 5% 60W
テレビ 省エネモードに設定するとともに画面の輝度を下げ、

必要な時以外は消しましょう 2% 25W

温水洗浄便座
（暖房便座）

便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能があれば利用しましょう いずれかの対策により
1%未満、5W上記の機能がなければコンセントからプラグを抜いておきましょう

ジャー炊飯器 早朝にタイマー機能で1日分まとめて炊いて冷蔵庫に保存しましょう 2% 25W

待機電力 リモコンの電源ではなく本体の主電源を切りましょう。長時間
使わない機器はコンセントからプラグを抜いておきましょう。 2% 25W

その他の対策メニュー チェック
エアコン フィルターを定期的（2週間に1回程度）に掃除しましょう
冷蔵庫 庫内にビニールカーテンを取り付けましょう
電気ポット お湯はガスコンロで沸かし、ポットの電源は切りましょう
洗濯機 容量の80% 程度を目安にまとめ洗いをしましょう
パソコン 日中、短時間であればノートパソコンの電源を抜いて使いましょう
ライフスタイル 節電のための家事スケジュールをたてておきましょう。旅行や外出も節電に役立ちます
節水 食器のまとめ洗いやシャワー時間の短縮などを心がけましょう
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緊急ダイヤルメモ

＊このハンドブックは、気象庁、国土交通省、
原子力安全委員会、資源エネルギー庁、厚生
労働省、日本損害保険協会、日本防災士会等
の資料やホームページ、アドバイス及び関係
機関への取材を基に作成しました。

●家族分をコピーして、ID カードホルダー
などに入れ、常時携帯しましょう

●（その他）介護保険・身体障害者手帳・療
育手帳・母子健康手帳などもコピーして控え
を持っておきましょう

 家族で決めておこう
■広域避難場所

■家族の集合場所
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■健康保険証

■運転免許証

■銀行口座

■生命保険

■傷害保険

■損害保険

■クレジットカード

 いざという時

■ガス会社

■市役所・町村役場

■電力会社

■ＮＴＴ・・・・・・・113番

■水道局
■休日急患診療所
■かかりつけ病院・医院

火事です（○○が燃えています）
救急です（けが・急病です）
こちらは、　　　市　　　町　　丁目

　　番　　　号の（名　前）です。

目印は　　　の（東  西  南  北）です。

■火事・救急・救助・・・・119番
■犯罪・交通事故・・・・・110番
■安否確認伝言ダイヤル・・171番


